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平
成
24
年
８
月
２
日
（
副
会
長
会
第
２
日
）
戸
張
敦
雄
会
長
は
、
副
会

長
８
名
、
入
子
総
務
部
長
、
大
野
教
育
振
興
部
長
、
前
田
福
利
厚
生
部
長
、

村
山
会
報
部
長
、
木
山
事
業
委
員
長
、

徳
永
事
務
局
長
を
伴
っ
て
各
省
を
訪

問
し
「
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。

〈
参
加
し
た
副
会
長
〉

・
北
海
道
地
区

西
　
　
　
寛
（
北
海
道
）

・
東
北
地
区杉山

　
紘
二
（
宮
城
県
）

・
関
東
甲
信
越
地
区

岩
佐
　
喜
一
（
千
葉
県
）

・
東
京
地
区片岡

　
敦
子
（
東
京
都
）

・
東
海
北
陸
地
区

大
竹
　
武
士
（
静
岡
県
）

・
中
国
地
区徳永

　
耕
一
（
鳥
取
県
）

・
四
国
地
区上甲

　
一
光
（
愛
媛
県
）

・
九
州
地
区冨永

　
憲
市
（
宮
崎
県
）

※
近
畿
地
区
　
西
川
芳
徳
　
副
会
長

（
奈
良
県
）
は
、
体
調
不
良
の
た

め
欠
席
し
た
。

平
野
　
博
文
　
文
部
科
学
大
臣
へ
の
「
要
望
書
」

「
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
、
教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
全
国
連
合
退
職
校
長
会
は
、
全
国
各
都
道
府
県
退
職

校
長
会
の
会
員
約
九
万
五
千
名
の
総
意
と
し
て
、
左
記
事
項
を
要
望
す
る
。

Ⅰ
　
教
育
の
振
興
に
関
す
る
要
望

一
、
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
学
校
及
び
教
育
関
係

機
関
の
復
旧
・
復
興
を
図
る
た
め
、
物
的
、
人
的
な
支
援
を
い
っ
そ
う

積
極
的
に
行
う
よ
う
尽
力
さ
れ
た
い
。

二
、「
教
育
立
国
」
を
掲
げ
る
わ
が
国
と
し
て
、
教
育
予
算
を
他
の
先
進

国
並
み
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
五
％
を
目
標
に
教
育
へ
の
投
資
に
一
層
尽
力
さ
れ

た
い
。

三
、
義
務
教
育
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
行
う
べ
き
で
あ
り
、
義
務
教
育

費
全
額
国
庫
負
担
の
早
期
実
現
を
指
向
し
、
当
面
、
国
庫
負
担
の
割
合

を
二
分
の
一
に
復
元
さ
れ
た
い
。

四
、「
新
・
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」
に
従
い
、

三
十
五
人
以
下
学
級
の
拡
大
の
た
め
教
職
員
定
数
の
標
準
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
た
い
。

五
、
教
育
尊
重
の
気
運
を
高
め
る
た
め
に
、
本
会
が
提
唱
・
推
進
し
て
き

た
「
教
育
の
日
」
が
、
す
で
に
全
国
三
十
二
都
道
県
、
百
三
十
五
市
町

村
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
国
と
し
て
「
教
育
の
日
」
を
制
定
さ

れ
た
い
。

六
、
人
材
確
保
法
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
教
員
の
服
務
の
特
殊
性
に
見

合
う
、
給
与
体
系
を
構
築
さ
れ
た
い
。

七
、
教
員
の
資
質
・
能
力
向
上
の
た
め
の
中
央
教
育
審
議
会
の
検
討
に
当

た
り
、
真
に
教
員
を
志
望
す
る
者
に
対
応
す
る
教
員
免
許
制
度
及
び
教

員
養
成
の
改
善
、
な
ら
び
に
教
員
の
実
践
的
指
導
力
を
重
視
し
た
研
修

に
つ
い
て
早
急
に
制
度
化
を
図
ら
れ
た
い
。

文科省関崎初中局企画課長補佐を囲んで（副会長）文部科学省への要望書提出

平
成
24
年
度
の
『
要
望
書
』
を

文
部
科
学
・
厚
生
労
働
・
総
務
の
各
大
臣
に
提
出
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八
、
全
て
の
教
育
の
原
点
と
い
え
る
家
庭
教
育
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
と

し
て
、
親
（
保
護
者
）
の
責
任
や
義
務
等
を
示
し
た
「
家
庭
教
育
振
興

の
指
針
」（
仮
称
）
を
策
定
し
、
そ
の
普
及
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

九
、
生
涯
学
習
の
充
実
を
一
層
図
る
と
と
も
に
、
退
職
校
園
長
が
在
職
中

の
経
験
や
専
門
的
知
識
や
技
能
を
生
か
し
て
教
員
の
研
究
・
研
修
な
ど

学
校
教
育
の
支
援
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
施
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

Ⅱ
　
退
職
校
長
・
園
長
の
叙
勲
並
び
に
人
材
登
用
等
に
関
す
る
要
望

一
、
春
秋
叙
勲
に
つ
い
て
叙
勲
者
数
の
増
加
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
義

務
教
育
関
係
者
や
そ
れ
に
準
ず
る
者
の
叙
勲
ラ
ン
ク
の
向
上
に
配
慮
さ

れ
た
い
。

二
、
年
金
給
付
年
齢
の
繰
り
上
げ
に
伴
い
、
退
職
校
長
・
園
長
の
再
任
用
・

再
雇
用
に
係
わ
る
条
例
・
制
度
を
全
国
的
に
整
備
・
拡
充
さ
れ
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

三
、
文
部
科
学
省
の
設
置
す
る
審
議
会
や
研
究
協
力
者
会
議
等
に
全
国
的

な
組
織
を
代
表
す
る
退
職
校
長
・
園
長
を
積
極
的
に
登
用
・
活
用
さ
れ

た
い
。

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画
課
　
関
崎
徳
彦

課
長
補
佐
に
「
要
望
書
」
を
提
出
し
意
見
を
お
聞
き
し
た
。

●

全
連
退
が
教
育
振
興
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。

●

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
復
興
に
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

●

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
低
い
問
題
は
、
振
興
計
画
に
書
き
込
み
、
対
応
を

検
討
努
力
し
て
い
る
。

●

義
務
教
育
費
全
額
国
庫
負
担
の
復
元
に
つ
い
て
は
困
難
な
状
況
。

●

定
数
改
善
計
画
は
実
を
取
っ
た
形
で
あ
る
。
財
政
当
局
と
の
折
り
合

い
が
つ
か
ず
現
時
点
で
は
や
む
を
得
な
い
処
置
で
あ
る
。

●

「
教
育
の
日
」
に
つ
い
て
は
地
方
の
盛
り
上
が
り
が
重
要
、
な
お
一

層
の
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

●

人
材
確
保
法
を
踏
ま
え
定
数
改
善
が
さ
れ
て
い
る
。
管
理
職
の
悲
痛

な
叫
び
は
承
知
し
て
い
る
、優
遇
措
置
・
条
件
整
備
を
検
討
中
で
あ
る
。

●

「
家
庭
教
育
振
興
の
指
針
」（
案
）
を
作
成
し
て
示
し
て
ほ
し
い
。

●

叙
勲
に
つ
い
て
は
、
全
体
枠
が
減
っ
て
い
る
状
況
が
み
ら
れ
る
。

●

中
教
審
分
科
会
等
へ
の
退
職
校
長
の
参
加
を
是
非
検
討
し
た
い
。

小
宮
山
洋
子
　
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
「
要
望
書
」（
前
文
　
略
）

一
、
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
当
た
り
、
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険

料
等
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
後
期
高
齢
者
の
生
活
安
定
に
配

慮
さ
れ
た
い
。

二
、
高
齢
者
の
医
療
費
の
増
額
を
防
ぐ
た
め
、
後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
）
等
の
利
用
を
促
進
し
薬
価
の
軽
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。

三
、
共
済
年
金
を
厚
生
年
金
に
一
元
化
す
る
に
当
た
り
、
国
が
定
め
た
既

存
の
権
利
（
職
域
加
算
・
追
加
費
用
を
含
む
）
を
保
障
す
る
よ
う
新
法

規
を
早
急
に
定
め
、
退
職
教
職
員
の
生
活
安
定
を
堅
持
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

四
、
基
礎
年
金
の
財
源
は
国
庫
負
担
と
社
会
保
険
方
式
の
二
本
立
て
と
し
、

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
二
分
の
一
を
堅
持
し
て
恒
久
化
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

厚
生
労
働
省
保
険
局
高
齢
者
医
療

課
　
藁
科
主
査
、
老
健
局
介
護
保

険
計
画
課
渡
邉
事
務
官
、
医
政
局

経
済
課
　
近
藤
専
門
官
、
年
金
局

年
金
課
田
口
係
官
、
四
名
と
面
談

し
た
。

●

国
会
で
審
議
・
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
消
費
税
税
率
引
き
上
げ
法

（
案
）
と
社
会
保
障
一
体
改
革
関

連
法
（
案
）
通
過
後
の
有
識
者
国

民
会
議
の
審
議
待
ち
で
あ
る
。

厚生労働省への要望書提出
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●

後
発
医
薬
品
の
利
用
促
進
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

り
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。
御
協
力
を
頂
き
た
い
。

川
端
達
夫
　
総
務
大
臣
へ
の
「
要
望
書
」（
前
文
　
略
）

一
、
共
済
年
金
を
厚
生
年
金
に
一
元
化
す
る
に
当
た
り
、
国
が
定
め
た
既

存
の
権
利
（
職
域
加
算
・
追
加
費
用
を
含
む
）
を
保
障
す
る
よ
う
新
法

規
を
早
急
に
定
め
、
退
職
教
職
員
の
生
活
安
定
を
堅
持
す
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

二
、
基
礎
年
金
の
財
源
は
国
庫
負
担
と
社
会
保
険
方
式
の
二
本
立
て
と
し
、

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
二
分
の
一
を
堅
持
し
て
恒
久
化
す
る
よ
う

に
強
く
要
望
す
る
。

三
、
働
く
高
齢
者
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
勤
労
意
欲
を
損
な
わ
ぬ
よ
う
在

職
老
齢
年
金
の
減
額
基
準
を
緩
和
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

四
、
高
齢
者
の
生
活
安
定
を
目
指
し
て
、
年
金
受
給
者
の
住
民
税
等
の
税

負
担
が
過
重
に
な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
福

利
課
企
画
係
長
　
春
原
善
幸
氏

市
町
村
税
課
住
民
税
調
査
係
長

榎
戸
芳
文
氏
の
二
名
と
面
談
し
た
。

●

職
域
加
算
に
つ
い
て
の
対
処
は
、

具
体
的
に
吟
味
し
て
い
る
が
有
識

者
国
民
会
議
で
方
向
性
が
出
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

●

審
議
中
の
消
費
税
改
正
案
の
結
果

に
よ
っ
て
年
金
財
源
の
恒
久
化
が

図
ら
れ
る
方
針
で
あ
る
。

●

在
職
老
齢
年
金
の
減
額
問
題
は
、

厚
生
年
金
の
し
く
み
を
配
慮
し
つ

つ
働
く
意
欲
を
失
わ
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

総務省への要望書提出

三
ツ
の
提
言

副
会
長
（
東
海
北
陸
）
大
竹
　
武
士

○
東
日
本
大
震
災
よ
り
１
年
６
ヶ

月
。
復
興
へ
の
道
の
り
は
未
だ

遠
く
、
学
校
経
営
の
核
た
る
彼

の
地
の
管
理
職
の
方
々
の
ご
苦

心
は
如
何
ば
か
り
か
と
思
わ
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
に

当
た
り
、
人
と
人
と
の
絆
、
地

域
と
学
校
と
の
結
び
つ
き
等
、

連
携
と
協
働
の
重
要
さ
が
今
日

ほ
ど
強
く
問
わ
れ
て
い
る
と
き

は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
県
か
ら
被

災
地
へ
多
く
の
支
援
が
な
さ
れ

て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま

す
が
、
更
な
る
支
援
活
動
の
充

実
が
、
息
な
が
く
、
継
続
推
進

さ
れ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
実
行
は
全
連
退
運
動

の
振
興
強
化
に
も
適
う
と
思
う

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

○
東
海
北
陸
地
区
退
職
校
長
会
の

継
続
的
な
課
題
は
組
織
の
充
実

活
性
化
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
難
題
で
あ
り
ま
す
が
、
各

地
区
の
退
職
校
長
会
は
草
の
根

運
動
と
し
て
独
創
的
、
個
性
的

な
実
践
活
動
を
内
包
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
地
区

組
織
の
実
質
的
振
興
は
、
議
論

で
は
な
く
実
践
活
動
に
よ
っ
て

の
み
達
成
さ
れ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
地
区
内
の

実
践
活
動
の
発
見
、
紹
介
が
会

員
の
所
属
意
識
と
結
束
力
向
上

に
資
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

○
我
が
国
の
高
齢
化
社
会
も
、
昨

今
は
百
歳
時
代
と
も
い
わ
れ
は

じ
め
る
状
況
に
入
り
ま
し
た
。

人
間
ら
し
い
生
涯
を
全
う
す
る

に
つ
い
て
議
論
も
多
い
の
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
百
年
の
人
生

を
人
間
ら
し
く
生
き
る
と
い
う

自
己
完
結
は
ま
さ
に
学
習
を
お

い
て
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
退
職

校
長
の
生
涯
学
習
と
は
己
自
身

の
生
の
充
実
の
た
め
、
他
と
結

び
、
地
域
に
根
ざ
し
、
相
互
に

助
け
合
う
こ
と
を
心
に
決
め
て

生
き
抜
く
事
で
あ
り
ま
す
。
高

齢
化
社
会
の
最
た
る
者
と
し
て
、

そ
の
地
の
、
誇
り
高
き
指
標
と

し
て
の
生
き
方
を
確
立
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。




